





































るといわれているにもかかわらず，多くの研究がなされているわけではない．（Dahl and Moreau 2002）
アイデア創出や発想法の分野では，工学での古典的研究である Gordonのシネクティクス（Gordon 
1961）があり，日本でも，KJ法（川喜田 1967），NM法（中山 1970），創造心理学（恩田 1974）と
いった業績がある．最近では de Bonoの水平思考（ラテラル・シンキング）を基にした Kotlerと
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Goldenberg, Mazursky, and Solomon（1999）でも「制限された範囲（restricted scope）（Goldenberg, 






















制約が働くことで，創造の確率が変化すると考えられている（Finke, Smith, and Ward 1992; Smith, 





出所：Finke, Ward, and Smith 1992, p. 21–22（邦訳）より作成










































限界探索（searching for limitations） 発明先行構造の実現可能性の限界を探索する
出所：Finke, Smith, and Ward 1992, p. 22–29（邦訳）より作成



















売金額が 5,160億円と 2年連続のマイナス成長となった．（川又 2005）図 2に示されるように，発
行部数では少年誌ほどの急激な落ち込みはないものの，少女誌も長期低落傾向にある．このような
市場状況にあるマンガを事例として取り上げる理由は，「マルチユース」の原作としてマンガが使
われる事例が増えていることと（表 2），1ヶ月に 700冊以上のマンガ単行本が出版される（NHK 
2005d）なかでロングセラーを産み出しているマンガ家の創作現場を取り上げた良質のテレビ番組


















2） 日本のマンガ業界の特徴や諸問題については，中野（2004），夏目（2001; 2004），大泉（2000a; 2000b），
竹熊（2004）を参考にされたい．
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Ⅴ．少女マンガの事例：青池保子「エロイカより愛をこめて」
■青池保子（あおいけ　やすこ）略歴











公開時期 映画タイトル 作者 キャスト
公開中 NANA 矢沢あい 中島美嘉，宮崎あおい
公開中 タッチ あだち充 長澤まさみ，斉藤祥太・慶太
公開中 頭文字（イニシャル）D しげの秀一 ジェイ・チョウ，鈴木杏
11月 5日 ALWAYS三丁目の夕日 西岸良平 吉岡秀隆，堤真一，小雪
11月 19日 同じ月を見ている 土田世紀 窪塚洋介，エディソン・チャン
12月 東京ゾンビ 花くまゆうさく 哀川翔，浅野忠信
06年 2月 海猿 2 佐藤秀峰 伊藤英明，加藤あい
06年 2月 最終兵器彼女 高橋しん 前田亜季，窪塚俊介
06年 笑う大天使（ミカエル） 川原泉 上野樹里，伊勢谷友介
06年 ハチミツとクローバー 羽海野チカ 櫻井翔，蒼井優
06年 天使（仮） 桜沢エリカ 深田恭子
06年 ゲゲゲの鬼太郎 水木しげる 未定
06年 だめんず・うぉ～か～ 倉田真由美 未定
06年 ES 惣領冬実 未定
米国で実写映画化予定の日本のマンガ
公開時期 映画タイトル 作者 企画の進行状況
未定 寄生獣 岩明均 『呪怨』の清水崇監督で映画化
未定 MONSTER 浦沢直樹 ニューラインシネマが企画開発中
未定 ドラゴンボール 鳥山明 20世紀フォックスが企画開発中
未定 銃夢（ガンム） 木城ゆきと J・キャメロン監督が企画開発中
未定 ルパン三世 モンキー・パンチ ジェラルド・モレンが企画開発中
出所：『日経エンタテインメント！』2005年 10月号，p. 49より一部抜粋．














とめる．追加的な情報収集などをしながら練り上げて 2～ 3日かかる（図 4）．
（4）ネーム（台詞入り絵コンテ）
図 3　（1）プロット（青池保子）
出所：青池 2005, p. 113.
















出所：青池 2005, pp. 114–115.

















出所：青池 2005, pp. 116–117.








出所：Finke, Ward, and Smith 1992, p. 21を基に作成

















































































出所：Finke, Ward, and Smith 1992, p. 21を基に作成




との重要性は，理論（Ward, Finke, and Smith 1995）と実践（里中 2005）の両面から指摘されている．
Ⅶ．少女マンガの事例：美内すずえ「ガラスの仮面」
■美内すずえ（みうち　すずえ）略歴









































































出所：Finke, Ward, and Smith 1992, p. 21を基に作成
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2．槇村さとる「愛のアランフェス」
■槇村さとる（まきむら　さとる）略歴








































































出所：Finke, Ward, and Smith 1992, p. 21を基に作成
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Analysis of the New Product Development Process by the Creative Cognition 
Approach: Cases of Japanese Girls’ Comics (Shojo Manga)
Keiko KAWAMATA
ABSTRACT
Mental processes are the essence and the engine of creative endeavors. The creative cognition 
approach focuses on the cognitive processes and structures that underlie creative thinking. The purpose 
of this article is to improve understanding of the cognitive process of creators in the new product 
development. After briefly reviewing the previous works on cognitive strategy of creators in marketing 
literatures, the “Geneplore model” of creative cognition is introduced for discussion. The cases of 
well-known authors of Japanese Girls’ comics (shojo manga) are analyzed by using the model.
